
様式第４１号の２

茨城県　行方　県税事務所長　　殿

氏　名 ●●　●●

○免税軽油の使用期間 令和○○年○○月○○日　～　令和○○年○○月○○日

　使用した機械
　の名称

作業期間 作　業　内　容 作業延面積
使用数量

（㍑）
備考

トラクター ○～○月 耕うん・消毒・その他（甘藷） ４８，０００㎡ 200

堀取機 ○～○月 堀取り（甘藷） １２，０００㎡ 200

トラクター ○～○月 水田耕うん（水稲） ４０，０００㎡ 160

エンジンポンプ ○～○月 水田揚水 １８，０００㎡ 40

コンバイン ○月 水稲刈取・脱穀 １０，０００㎡ 20

トラクター ○月～○月 耕うん・消毒・その他（大根） ３６，０００㎡ 140

合　　　　　　　　　　計 760

　　　　　　　　注 ①本書は次回に免税軽油の交付申請をする場合、申請書に添付してください。
②作業内容は「耕うん」「刈取」等、具体的に記入してください。
③免税軽油以外の軽油を使用した場合は、備考欄にその数量を記入してください。
④この実績書には、購入した免税軽油の納品書や請求書を添付してください。（写しでも可）

免 税 軽 油 使 用 実 績 表 （ 農 業 用 ）

１２，０００㎡の畑に甘藷を作付けし、耕うん等の作業を ４回した場合、１２０００㎡×４回＝４８，０００㎡と
記載。

１０，０００㎡の水田を４回耕うんした場合、

１０，０００㎡×４回＝４０，０００㎡と記載。

裏作に大根を作付し、３回耕うん等の作業をした
場合、 １２，０００㎡×３回＝３６，０００㎡と記載。

３，０００㎡の水田にエンジンポンプで６回揚水した
場合、３，０００㎡×６回＝１８，０００㎡と記載。

免税証に記載された有効期間（使用者証の裏面にも
記録されています）を記入してください。
但し期間の途中、追加で交付申請を行う場合は、申
請日の前日までとしてください。

作付け（作物）別に使用した機械ごとにまとめて、「何を作付」し「どの機械」

で「どんな作業」を「どのくらい（面積）」行い、「免税軽油をどのくらい（㍑）
使用」したかが、わかるように記入してください。


